
















[要約]本研究は父親の果たす基本的な役割を明確にすることを第一の目的とし,その知見

を保健指導などの育児相談にいかに適用するか,父親を含めた相談のあり方を検討するこ

とにある。そのために,本研究班全体の課題として昨年度から引き続き行った調査研究を

中心に,班員による調査研究と臨床研究の知見を加え,検討した。

本研究班の従来の研究知見と本年度の三つの調査研究から,母親ないし母子関係の基本的

役割のように最も本質的な役割を見いだすには至らなかったが,父親の役割について今後

解明しうる手掛かりは十分示し得たと考える。

また,臨床研究として,35 例の心理相談を通しての分析と小児科医としての健診時での実

際的対応,及び臨床心理の立場からの父親面接の基本の提示を行った。今後,保健指導など

父親が参加した,あるいは父親を視野に入れた臨床研究,事例研究を積み重ねていけば,そ

の相談の手引きの作成は成し得るであろうし,今後の重要な課題である。


